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　　　 　　　　 　 1 ．目 的 　　　 　　　　 　　 歯 列 上 に分 布 す る多数 の 咬 合 接 触 面 に 作 用 す る

　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　 咬 合 力 を、感 圧 フ ィ ル ム （Dental 　 Ptescale　 50H 、

　顎 顔 面 形 態 の 特 徴 と発 揮 され る咬 合 力 の 間 に type 　R 、富 士 写 真 フ イル ム 社 製）により記 録 した。次

関 連を認 め た 報 告は 多 い
。 しか し上 下 顎 歯列 間 に　に 、 被験 者 の 下顎 歯列 模型 の 三 次 元 形 状 測 定か

介 在 させ た ロ
ー

ドセ ル で 咬 合 力 を 測 定 し た 研 究 ら、各 咬 合 接 触 面 の 重 心 位 置 ならび に 回 帰 平 面

で 、恣意 的 に規 定 され て きた 咬 合 力 の 作 用 点 や 作 　の 法 線 方 向 を求 め 、それ ぞれ 咬 合 接 触 面 に 作 用

用 方 向 が 歯 列 上 咬 合 力 の 実 際 を正 し く反 映 し た も す る咬 合 力 の 作 用 部位 、作 用 方 向 とした
D

。 こうし

の で あ るか は 疑わ し い 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 て 得 た 歯 列 上 三 次 元 咬 合 力 に レ ン チ の 方 法 を応

　
一

方 、咬 頭 嵌 合位 に お け る最 大 噛 み しめ 時 に 用 し、合 力 の 作用 線 であ る咬 合 カ レ ン チ 軸を 得 た

生 じた 歯 列 上 三 次 元 咬 合 力 の 解 析 は 、感 圧 フ ィル 　
2 ｝。

ム を応 用 した咬 合 力 測 定 法 と、歯 列 模 型 の 形 状 測 　 　さらに 、被験 者 の 側 方頭 部 x 線 規格 写 真 の 透

定を 併用 する こ とで 、既 に 実 現 され て い る
1）。さらに 写 図 上 に 算 出 した咬 合カ レ ン チ 軸 と歯 科 矯正 学

レ ン チ の 方 法 の 応 用 により、歯 列 上 咬 合 力 の 合 力　 的 計 測 点 を設 定 し 、合 力 の 大 きさ、作 用 方 向と各

が算 出 可 能 で ある
2 ）。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 種 計 測 値 の 相 関 を求 め た 。 また咬 合 力 レ ン チ軸 と

　 そ こ で 本 研 究 で は 、こ れ らを正 常 有 歯 顎 者 に応 　種 々 の 基 準 平 面 （SN 平 面 、FH 平 面 、口 蓋 平 面 、

用 し 、随 意 的 最 大 噛 み しめ 時 の 咬 合 力 の 合 力 を 下 顎 下 縁 平 面 ）の なす 角 度や 、各 基 準 平 面 と咬合

測 定す るとともに、側 方頭 部 X 線 規 格 写 真 に基 づ 　カ レ ン チ 軸 の 交 点 と計 測 点 （N 、Or 、　ANS 、Me ）と

い て 顎 顔 面 形 態 の 特 徴 を解 析 し、咬合 力 合 力 の の 距 離を計 測 した 。 な お 、本 研 究 にお け る咬合 平

大 きさ、作 用 部 位 、作 用 方 向 と顎 顏 面形 態 の 関連 　面 は 下 顎 切 歯 点 （L1 ）と下 顎 第 二 大 臼 歯 遠 心 頬

を検 討 した。

H ．方 法

側 咬頭 頂 （L7 ＞を結 ん だ 補綴 学 的 咬合 平 面を用 い

た 。

皿1．結 果 お よび 考 察

　被 験 者 に は 、 顎 口 腔 系 に 機 能 異 常 とその 既 往

が な い こ と、矯 正 治 療 の 経 験 がな い こ と、第 三 大 日 　1．咬 合 力 合 力 の 大 きさと顎 顔 面形 態

歯 以 外 に 歯 の 欠 損 がな い こ と、咬 合 面や 切 縁 に修 　 　咬 合 力 合 力 の 大 きさは 平均 690 ．7 ± 235．8・N で 、

復 ・充 填 物 が な い こ と、叢生 や 歯 の 転 位 ・捻 転 等 が Pog ’−G 。 （r
＝ 0．51g ）、　Ramus 　plane　to　SN （t ＝ 0．421 ）、

存 在 しな い か 、きわ め て 軽 度 で ある こ とを基 準 に 選 　L1 −L7 （r＝ O．378）と有 意 な正 の 相 関 を、また gonial

択 した 男 性 30 名 （19 ．2±0，8 歳 ）を用 い た 。　 　 　 angle （r
＝−0512 ）とは 有 意 な負 の 相 関を示 した。

　被 験 者 に 随 意 的 最 大 噛 み しめを行 わ せ 、下 顎
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2，咬 合 力 合 力 の 作 用 方 向 と顎 顔 面 形 態

　 咬 合 力 レ ン チ軸 は 咬 合 平 面 に 対 し て 平 均 83．1

± 7．2 度 の 傾 きをもち、Mandlbular 　 plane　 to　 SN

（r＝ O．473）、FH 　to 　SN 　（r ＝ 0．439）、Prosthodontic

occlug ．　al　 plane　 to　 SN （r
＝0 ．418 ）と有 意 な正 の 相 関

を 、ま た ALPtm ’

（r ＝ −O．531 ）、N −Pog 亡o 　 SN

（r＝ −0．485）、SNA 　（r ＝ −0．467）、N −ANS 　（r ＝ −0．438 ）、

SNB 　（r ＝ −0、425）、Gn −Gd （r ＝ −O．380 ）、Pog ’−Go （r ＝

−0，366）と有意 な 負 の 相 関 を 示 した 。 以 上 は 、顎 顔

面前 方 部の 計 測 点 がより前 方 に位 置 し、FH 平 面 、

咬 合 平 面 、下 顎 下 縁 平 面 が 水 平 に 近 づ くほ ど、咬

合 力 合 力 が 後 下 方 か ら前 上 方 へ の 傾 斜 を もっ て

作用 する こ とを 示 すもの で あっ た 。

　
一

方 、咬 合 力 レ ン チ 軸 と各 基 準 平 面 の な す角

は 、下 顎 下 縁 平 面 、補綴 学 的 咬 合 平 面 、口 蓋 平

面 、FH 平面 、SN 平 面 の 順 に 、つ まり平面 が 上 方

に 位 置 する ほ ど 、小 さくな る こ とが 示 され た （表 ）。

3．咬 合 力 合力 の 作 用 部位 と顎 顔 面形 態

　 歯 列 上 の 咬 合 力 レ ン チ 軸 は 、切 歯 点 よ り 平 均

30 ．9 ± 3．6mm 後 方 で 咬 合 平 面 と交 差 し、そ の 位 置

は お お むね下 顎 第
一

大 臼歯 遠 心付 近 で あ っ た 。

　 また 咬合 力 レ ン チ 軸 は 、Mc 点 より平 均 32．8±8、1

mm 後 方 で 下 顎 下 縁 平 面 と、ANS 点 よ り平 均

30 ．1±5 ．3mm 後 方 で 口 蓋 平 面 と、Or 点 より平 均

3 ．3±9 ．3mm 後 方 で FH 平 面 と、N 点 より平 均

6 ．2 ±13．7mm 後 方 で SN 平 面 と交 差 した。

　 透 写 図 上 の 咬 合 カ レ ン チ 軸 は 、上 下 顎 第 一大

臼 歯 問 か ら頬 骨 歯 槽 隆 線 方 向 に 向 か っ て 走 行 し

て い ると推 察 され た 。
こ の 部 は 、 上 顎 洞 や 鼻腔 な ど

中 空 部 分 に 富 む 上 顎 骨 に あ っ て 、骨 質 が とりわ け

厚 い ことが知 られ て い る。咬 合 力 の 合 力 が こ の 部を

通 過 す る とい う本 研 究 の 知 見 は 、咬 合 力 負 担 に関

わ る顎 顔 面形 態 の 合 目 的 性 を示 す もの と推 察され

た 。
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　　 　 図 ．本 研 究 で 用 い た 計 測 点

矢 印 は 矢 状 面 に 投 影 した 咬 合 力 合 力 の 作 用

線 （咬 合 カ レ ン チ軸 ）を示 す。本 研 究 で 新 た に

設 定 し た計 測 点 で ある WSN 、WFH 、WNF 、Wop 、

WMp は 、そ れぞ れ 咬 合 力 レ ン チ 軸 と SN 平 面 、

FH 平 面 、口 蓋 平 面 、咬 合 平 面 ならび に 下 顎 下

縁 平 面 との 交 点 を示 す 。

Angular　Measurements（
°

） 　 Male
，
　n ：：30

Mean 　 　 SD

Wrench　to　SN
Wrench 　to　FH
Wrench　to　Nasa田 oor

Wrench 　to　Mandibular　plane

Liner　Measurements （mm ）

N−WSNOr
−WFH

ANS −WNF
Me −WMP

65．673
．674
．998
．0

8205

β

0

ハ
0768

6．20　　　　重3，72
3、26　　　　　9．32
30．14　　　　5．31
32，79　　　　　8．09
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表 ．顎 顔 面頭 蓋 の 基 準 平 面 に対 す る

咬 合 力 合 力 の 作 用 方 向 と作 用 部位
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